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第

一
本
宮

第
二
本
宮

第
二
本
宮

第
四
本
宮

底
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、
表
筒
男
命
の

三
神
を
総
称
し
て
住
吉
大
神
と
申
し
上
げ
、

伊
井
諾
尊
が
境
原
に
祓
除
せ
ら
れ
た
と
き
、

海
の
中
よ
り
生
れ
た
神
様
で
す
。

御

鎮

座

御

神

徳

住

吉

大

社

の

由
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神え  吉
功

'  
大

皇号  神
后;

神
功
皇
后
は
、
新
羅
御
出
兵
に
当

っ
て
、
住
吉
大
神
の
御
加
護
を
得
て
大
い
に
国
威
を
輝

か
せ
ら
れ
、
御
凱
旋
の
後
、
大
神
の
御
神
託
に
よ
っ
て
此
の
地
に
御
鎮
祭
に
な
り
ま
し
た
。

皇
后
摂
政
十

一
辛
卯
年
の
こ
と
で
、
今
か
ら
約
千
八
百
年
前
、
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

皇
后
の
御
孫
、
仁
徳
天
皇
が
浪
速
に
遷
都
せ
ら
れ
て
墨
江
の
津
を
開
港
せ
ら
れ
、
後
に
大
阪
、

堺
の
発
展
を
も
た
ら
し
ま
し
た
の
は
、
実
に
此
の
時
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

後
、
皇
后
を
も
併
せ
お
祀
り
申
上
げ
、
住
吉
四
社
大
明
神
と
崇
め
ら
れ
、
延
喜
の
制
で
は

名
神
大
社
に
列
せ
ら
れ
、
摂
津
国

一
の
宮
と
し
て
聞
え
高
く
、
昭
和
二
十

一
年
ま
で
官
幣
大

社
で
あ
り
ま
し
て
、
全
国
二
千
余
に
及
ぶ
住
吉
神
社
の
総
本
宮
で
す
。

住
吉
大
神
は
、
楔
　
祓
の
御
神
格
を
も

っ
て
御
出
現
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
政
祓
の
神
で

あ
り
、
住
吉
祭
は

「
お
は
ら
い
」
と
呼
ば
れ
る
程
、
神
道
で
も

っ
と
も
重
要
な

「祓
」
の
こ

と
を
司
る
神
で
す
。
ま
た
、
住
吉
大
神
は
、　
ヨ
ロ
が
和
魂
を
ば
宜
し
く
大
津
の
淳
中
倉
の
長

峡
に
居
さ
し
む
べ
し
、
便
ち
因
り
て
往
来
ふ
船
を
看
護
さ
む
」
と
神
功
皇
后
に
お
告
げ
に
な
つ

た
由
が
日
本
書
紀
、
住
吉
大
社
神
代
記
に
見
え
、
海
上
安
全
の
守
護
神
で
あ
り
、
奈
良
時

代
、
遣
唐
使
の
発
遣
に
は
、
必
ず
朝
廷
よ
り
当
社
に
奉
幣
が
あ
り
、
そ
の
海
上
無
事
を
祈

り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
歌
神
と
し
て
、
占
来
歌
直
の
上
こ
に
志
す
人
が
当
性
に
多
拒
状
永
し
、

靡

馴
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毯
示御

社 喜
示

敬

あ
る
い
は
現
実
に
姿
を
現
わ
さ
れ
る
現
人
神
と
し
て
の
信
仰
も
あ
り
、
産
業
商
業

・
文
化

・

貿
易
の
祖
神
と
仰
が
れ
住
吉
大
神
の
広
大
な
御
神
徳
は
あ
ま
ね
く
世
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
吉
大
社
の
夏
祭
り

（住
吉
祭
）
は
、
た
だ
単
に

「お
は
ら
い
」
と
も
呼
ば
れ
、
国
中
の

大
祓
を
行
な
う
お
祭
り
で
す
。
七
月
三
十

一
日
、
御
例
祭
に
つ
づ
き
、
午
後
五
時
よ
り
夏
越

大
祓
神
事

（大
阪
府
指
定
無
形
文
化
財
）
が
行
な
わ
れ
、
翌
八
月

一
日
に
は
堺
宿
院
の
頓
宮

に
御
渡
が
あ
り
、
荒
和
大
祓
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
′
踏
歌
神
事

（
一
月
四

日
）
白
馬
神
事

（
一
月
七
日
）
御
結
鎮
神
事

（
一
月
十
三
日
）
松
苗
神
事

（四
月
三
日
）
卯

之
葉
神
事

（五
月
上
卯
日
）
御
田
植
神
事

（六
月
十
四
日

。
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
宝
之

市
神
事

（十
月
十
七
日
）
等
の
神
事
が
あ
り
ま
す
。

大
社
の
祭
祀
は
、
千
八
百
年
来
連
綿
と
続
い
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
伊
勢
の
神
宮
と
同
じ

く
、
二
十
年

一
度
の
式
年
造
替
遷
宮
の
制
が
、
は
や
く
も
奈
良
時
代
よ
り
確
実
に
実
施
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
近
世
以
降
よ
り
は
、
破
損
に
従

っ
て
修
理
す
る
例
と
な
り
ま
し
た
が
、

遷
宮
の
根
本
の
制
は
今
日
に
ひ
き
つ
が
れ
、
来
る
平
成
二
十
三
年
は
、
御
鎮
座
千
八
百
年
に

当
り
、
第
四
十
九
回
式
年
遷
宮
を
執
り
行
い
ま
す
。

当
社
に
対
す
る
御
崇
敬
は
頗
る
厚
く
、
天
武
天
皇
の
御
奉
幣
を
は
じ
め
、
御
歴
代
天
皇
皇

族
の
行
幸
、
御
神
宝
の
御
奉
納
な
ど
あ
い
つ
ぎ
、
特
に
後
村
上
天
皇
は
、
戦
乱
の
世
の
前
後

九
年
間
、
当
社
に
行
在
所
を
お
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
明
治
天
皇
は
明
治
元
年
及
十
年
の
両
度

御
親
拝
さ
れ
、
昭
和
天
皇
も
大
正
六
年
御
参
拝
に
な
り
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
昭
和
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
お
揃
い
で
御
親
拝
さ
れ
ま
し
た
。

初
詣
の
参
拝
者
は
三
ケ
日
で
二
五
〇
万
人
に
及
び
、　
一
年
を
通
じ
て
も
家
内
安
全

・
商
売

繁
昌

・
初
宮
詣

ｏ
七
五
三
詣

・
交
通
安
全

ｏ
厄
除
な
ど
諸
願
成
就
の
人
が
絶
え
ま
せ
ん
。

御
社
殿
は
、
第

一
本
宮
よ
り
第
三
本
宮
ま
で
縦
に
、
第
四
本
宮
は
第
三
本
宮
の
横
に
並
ぶ

と
い
う
他
に
例
を
み
ぬ
縦
並
び
の
配
置
で
、
各
本
宮
と
も
御
本
殿
は

「住
吉
造
」

と
称
せ

ら
れ
る
神
社
建
築
史
上
最
古
の
特
殊
の
様
式
で
、
何
れ
も
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「住
吉
造
」
と
い
う
の
は
、
丹
塗

。
桧
皮
葺

・
直
線
型
妻
入
式
で
切
妻
の
力
強
い
直
線
を
な

し
た
御
屋
根
に
置
千
木
と
五
本
の
四
角
堅
魚
木
を
備
え
周
囲
に
廻
廊
な
く
、
板
玉
垣
を
め
ぐ

ら
し
、
さ
ら
に
そ
の
外
に
荒
忌
垣
が
あ
り
、
正
面
で

「住
吉
鳥
居
」

と
称
せ
ら
れ
る
特
有

の
四
角
鳥
居
に
接
続
し
て
い
ま
す
。
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名

1日

五

所

御

前

第

一
本
官
と
摂
社
若
宮
八
幡
官
と
の
間
に
あ
り
、
杉
樹
が
石
の
玉
垣
の
内
に
立

っ
て
い
ま

摂

末

山
幸
海
幸
の
神
話
で
有
名
な
海
の
神
豊
玉
彦
、
豊
玉
姫
を
祀
り
、
本
社
に
つ
い
で
御
神
格

の
高
い
社
で
す
。
御
本
殿
は
本
社
と
同
じ
形
式
の

「住
吉
造
」
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
社
前
の

「玉
の
井
」
は
海
神
よ
り
授
か
っ
た
潮
満
珠
を
沈
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

天

鳥

船

命

・
猿

田

彦

命
を
祀
り
ま
す
。
天
鳥
船
命
は
天
上
と
の
交
通
、
す
な
わ
ち
大

空
の
船
の
守
神
で
あ
り
、
猿
田
彦
命
は
天
孫
降
臨
の
際
先
導
を
果
さ
れ
た
神
様
で
、
船
の
御

霊
で
あ
る
と
同
時
に
航
空
の
安
全
を
守
る
神
と
し
て
全
国
唯

一
の
信
仰
を
う
け
て
い
ま
す
。

神
功
皇
后
の
御
子
応
神
天
皇
す
な
わ
ち
八
幡
様
を
お
祀
り
し
、
湯
立
神
事
は
有
名
で
す
。

大
海
神
社
境
内
に
あ
り
、
伊
弊
諾
尊
の
設
祓
の
時
、
住
吉
三
柱
大
神
と
共
に
生
れ
出
で
給

う
た
底
津
少
童
命

。
中
津
少
童
命

・
表
津
少
童
命
を
お
祀
り
し
て
お
り
ま
す
。

神
功
皇
后
の
命
を
う
け
て
住
吉
大
社
最
初
の
神
主
津
守
氏
の
祖
田
裳
見
宿
祢
、
市
姫
命
を

祀
り
、
縁
結
の
神
と
し
て
良
縁
を
祈
願
し
、
お
も
と
絵
馬
を
奉
納
す
る
参
拝
者
が
多
い
。

第

一
本
官
２
異
に
あ
る
樹
齢
約
千
年
の
楠
を
御
神
木
と
し
て
お
稲
荷
様

（宇

迦

魂

命
）
を

祀
り
、
商
売
繁
盛
に
格
別
の
御
神
徳
あ
り
、
俗
に

〃初
辰
さ
ん
〃
と
称
え
ら
れ
て
毎
月
初
の

辰
の
日
に
は
多
数
の
参
詣
で
賑
わ
い
、
特
に
四
十
八
回
の
月
詣
り
は
有
名
で
す
。

苗
見
社
と
も
称
し
、
五
穀
の
種
が
授
か
る
信
仰
が
も
と
と
な
っ
て
、
商
売
の
資
本
を
得
た

り
、
種
貸
人
形
を
受
け
る
と
子
宝
を
授
か
る
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

大
歳
神
を
祀
り
、
収
穫
の
神
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
集
金
、
商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
、
願

望
成
就
の
御
神
徳
が
あ
り
、
毎
月
初
の
辰
日
に
祈
願
す
る
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

市
杵
島
姫
神
を
祀
り
、
福
の
神
、
婦
人
の
作
法
、
芸
事
の
守
護
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て

い
ま
す
。
昔
は
浅
沢
小
野

「か
き
つ
ば
た
」
と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
名
所
で
し
た
。

事
代
主
神

。
大
国
主
神
を
祀
り
、
商
売
繁
盛
の
守
護
神
で
、
市
の
守
り
神
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　
一
月
十
日
の
市
戎
大
国
祭

（え
べ
っ
さ
ん
）
は
、
賑
々
し
い
お
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。



石

舞

反る誕
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御

文

庫
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庫 ム
ロ

は

し橋

す
。
昔
神
功
皇
后
が
当
社
を
御
鎮
祭
の
た
め
社
地
を
お
定
め
に
な
る
時
、
こ
の
杉
の
木
に
鷺

が
三
羽
来
て
止
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
が
大
神
の
御
思
召
の
と
こ
ろ
と
し
て
こ
こ
に
祀
ら
れ

た
と
伝
え

「高
天
原
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
本
三
大
石
舞
台
の

一
つ
で
、
舞
楽
を
奏
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
南
門

・
東
と
西
の
楽
所
と

共
に
慶
長
年
間
豊
巨
秀
頼
が
奉
納
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
吉
の
象
徴
と
し
て
名
高
く
太
鼓
橋
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
長
さ
二
〇
米
、
幅
五

・
五

米
、
高
さ
三

・
六
米
、
現
在
の
石
の
橋
脚
は
慶
長
年
間
淀
君
が
奉
納
し
た
も
の
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
池
の
畔
に
川
端
康
成

「反
橋
」
の
文
学
碑
が
建

っ
て
い
ま
す
。

薩
摩
藩
主
島
津
氏
の
祖
島
津
忠
久
誕
生
の
処
と
伝
え
ら
れ
、
島
津
家
代
々
の
信
仰
が
厚
く

丹
後
局
の
伝
説
よ
り
し
て
こ
こ
に
安
産
を
祈
る
も
の
が
絶
え
ま
せ
ん
。

境
内
の
石
灯
籠
は
す
べ
て
六
百
余
基
に
達
し
、
そ
の
形
も
頗
る
壮
大
な
も
の
、
優
雅
な
も

の
な
ど
多
く
、
頼
山
陽
、
池
大
雅
、
貫
名
海
屋
、
篠
崎
小
竹
、
五
井
蘭
州
、
羽
倉
可
亭
な

ど
名
家
に
な
る
題
字
を
刻
ん
だ
も
の
も
あ
り
、
近
世
の
住
吉
信
仰
を
窺
え
ま
す
。

第

一
本
官
の
北
に
建

つ
三
階
建

・
土
蔵
造
の
御
文
庫
で
、
享
保
八
年

（
一
七
二
三
）
に

三
都

（大
阪

・
京
都

。
江
戸
）
の
書
林
が
奉
納
、
大
阪
最
古
の
図
書
館
と
し
て
有
名
で
す
。

第

一
本
宮
裏
の
森
の
中
に
あ
る
二
棟
の
板
校
倉
造
で
、
井
楼
造
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

御
神
宝
を
納
め
る
庫
に
て
、
室
町
時
代
の
建
物
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十

一
年

（
一
九
九
九
）
招
魂
社
と
共
に
大
阪
府
指
定
文
化
財
に
成
り
ま
し
た
。

御 鎮 座
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